
2024 年 4 月 1 日

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等

季節行事：季節にちなんだ活動などイベント行事を定期的に実施しています（防災訓練、夏祭り、ハロウィン、クリスマス会、節分など）
外出活動：公園遊びの他、遠足や地域施設などの社会資源の活用
園芸活動：季節の収穫体験（芋ほりなど）
調理活動

家族支援
・保護者面談（適宜）
・広報紙の定期発行
・その他関係機関との連携

移行支援
・進学先・就労先、施設との情報共有
・認知の発達に合わせて、社会生活力プログラムに取り組みます

地域支援・地域連携
・各関係各所との連携（相談支援事業所、学校、児童発達相談所など）
・児童通所連絡会への参加

職員の質の向上
・内部研修
・外部研修
・資格取得支援

支　援　内　容

　　学校やご家庭と連携し、その日の利用者様の健康面・精神面の状態を把握します。また、登所時には必ず検温をを行い記録します。
　　　・発達の過程・特性などに十分に配慮し、利用者様の些細な変化から心身の異変に気づけるようきめ細かな観察を行ないます。
　　　・身の回りを清潔に保つ、食事、衣類の着脱、排泄などの基本的な生活スキルをスモールステップで繰り返し支援し、獲得できるようにサポートします。
　　　・構造化を意識したレイアウト・掲示・支援で、利用者様が見通しを持ち、安心して過ごせるよう環境を整えます。

　　身体を存分に動かし、身体（感覚）運動の発達に取り組みます。
　　　・体操、ストレッチ、ミニサーキット運動などを通して、姿勢保持や動作の改善、習得を促していきます。
　　　　また、ボディイメージを高め、身体をコントロールする力を養います。
　　　・制作活動を通して、微細運動、皮膚の感覚を促していきます。手先の巧緻性を高められるよう支援をします。

本
人
支
援

　　空間・時間、数などの概念形成の習得や、個別・小集団を通じた認知の発達および行動の習得を目指して支援に取り組みます。
　　　・物の機能や属性、形・色・音が変化する様子、空間・時間といった概念の形成し、生活に活かせるよう支援します。
　　　・個々の特性を踏まえ、自分に入ってくる情報を適切に処理できるよう支援します。こだわりや偏食などに対して、柔軟な対応を心がけます。
　　　・感覚や認知の偏り、コミュニケーションの困難から生じる行動の問題を予防し、適切な行動へ導く支援を行ないます。

　　要求や報告、聴くこと、模倣、観察などを通じて、自分自身や周りの人々を大切にするコミュニケーションを学び、実践できるよう支援します。
　　　・具体的な物事や体験と言葉の意味を結びつけることで、言葉の理解を深め、実生活で適切な表現ができるように支援します。
　　　・文字・記号、絵カード、ジェスチャーなど、さまざまなコミュニケーション手段を状況に応じて選択、活用し、周囲の人と円滑なコミュニケーションがとれるよう支援をします。

　　遊びや集団活動を通して、順番、交代、役割、ルール、指示に沿った行動をするなど、社会に適応するために必要なスキル獲得を支援します。
　　また、自己の行動や感情に気付いたり、対処法を考えるなど気持ちのコントロールやストレスの発散方法などを考えます。
　　　・利用者様の発達段階に合わせた遊びを通じて、他者との関わりを広げていきます。
　　　・自分のできることやできないことを理解し、自己の行動特性を把握できるよう支援します。また、感情や気持ちの調整を学び、適切に表現できるようにサポートします。
　　　・遊びを通じて他者の行動を模倣し、社会性や対人関係の基礎を育む支援を行います。職員がロールモデルとなり、積極的に手本を示して学べる環境を提供します。
　　　・地域の方々との交流を通じて社会的なつながりを学び、地域社会との関わりの中で社会性を育む支援を行います。

支援方針
　　・子どもの興味を尊重し、子どもたちの良いところ、得意なことを見つけ、個別に活動を提案し、子どもたちの挑戦を促し、成功体験を積み重ねる環境を作ります
　　・自己表現の機会を提供し、創造性を育むプログラムを実施し、継続的なフィードバックとサポートによって成長を支援します
　　・家族との連携を強化し、包括的な支援を提供する中でスモールステップで、お子さん一人一人の自立に向けてサポートしていきます。

営業時間 送迎実施の有無 あり　※送迎対象校や送迎対象エリアによる制限あり
平　　　日　１０時３０分　　から　　１９時００分まで

学校休業日　　８時３０分　　から　　１９時００分まで

法人（事業所）理念 　　　可能性を探求し続けよう

事業所名 このこのリーフ千葉ニュータウン 作成日支援プログラム


